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§１ 本報告書の目的及び構成 

岡山市消防局管内では、火災件数は徐々に減少している中で、年間１０人前後の方が火災

で亡くなっており、１０件の住宅火災において、１人の命が失われている状況である。中で

も死者の割合は、高齢者が７割以上となっており、５５歳以上を含めると８割をこえている。 

その状況を踏まえて、過去の建物火災で亡くなった１７３人を統計的に分析したところ、

起床中であったことや、歩行可能な状態であったことなどから、本来逃げられたはずの方が

亡くなっていることがわかった。一方で、そこには、どうして逃げなかったのかという原因

までは記録されていることは少数であった。 

そこで、岡山市消防局では、避難のアンケートやＶＲ（バーチャルリアリティ、以下「Ｖ

Ｒ」という。）を活用した火災時における避難の検証により、火災発生時に何をしていたた

めに避難ができなったのか、また、どうして避難が遅れたのかといった行動分析を行い、避

難を阻害する要素や危険要因を表面化させた。さらには、避難カードゲームを作成する過程

で得た、火災から避難をするにあたっての本質的な行動フローを洗い出した。これらの結果

を併せて、年齢や家族構成などの特性を考慮した対策を、それぞれの家庭で考えることで、

最適な避難方法に導けるのではないかと考え、この報告書を作成した。 

ついては、この報告書を基に今後市民向けにガイドラインを作成することとする。 

その際には、§８にある、３つの自分事、３つのＳＴＥＰ、３つの補完ツールを展開し、

それらを繰り返す仕組みを作り、各家庭の最適な避難方法の確立としたい。 

なお、この報告書には、いくつか「つぶやき」として、グラフなど読み解かなければなら

ない難解な内容などの補足として、語り掛けるようなイメージで具体的なセリフを用意し

た。火災の専門家である消防職員からの一方向の展開ではなく、各家庭から、地域へ、教育

機関や公民館などへ今後作成するガイドラインが広まっていき１つでも多くの命を救うき

っかけとなることを期待している。 
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§２ 現状と課題 

今までの火災予防におけるアプローチは、火災を減らしていく方法と、避難に有効な住宅

用火災警報器（以下、「住警器」という。）の設置にシフトした施策であった。その成果とし

て、火災件数は減少傾向にあり、住警器の設置率は管内において約８割となっている。 

一方で火災による死者は減少していない。また、死者の多くは高齢者であり、超高齢化社

会が更に進行する中で、今後は死者が増える可能性もある。 

全国の動きとしては、消防庁が平成１２年に策定した「住宅防火 いのちを守る ７つの

ポイント」が約２０年ぶりに改訂され「住宅防火 いのちを守る １０のポイント」とした。   

改訂された内容の１つが避難経路と避難方法について、「お年寄りや身体の不自由な人は、

避難経路と避難方法を常に確保し、備えておくこと」であった。 

 
 

 

これらの背景から、火災による死者を発生させない思考展開図を作成した。 
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図の上部３項目は火災予防で、下部３項目が、火災による死者を出さない方法である。下

部３項目の早期に気づく、初期消火に成功までは従来から広報している内容（消火器の取扱

訓練など）ではあるが、最適な避難方法という部分は、火災には様々なケースがあることや、

各家庭において住環境が異なることからも、具体的な対策が届いていない部分であった。 

この課題を解決するために検討会を行った。 

 

§２－１ 住宅火災における避難に関する検討会の開催 

令和３年度に、§１であげた目的を達成するために、以下の項目について検討した。 

（１）火災調査の分析結果を基にした効果的な広報の検証 

（２）カードゲームを活用した避難ツールの検証 

（３）住宅からの避難のアンケート及びＶＲを活用した軌跡データの検証 

（４）上記を踏まえた住宅防火ガイドラインの作成 

また、検討会は下記のメンバー構成で行った。 

 

〈学識経験者〉 

・松多 信尚  岡山大学大学院教育学研究科 教授 

 

〈外部機関〉 

・竹内 秀樹  日本放送協会岡山放送局放送部 部長 

 

〈自主防火クラブ〉 

・水口 美智子 岡山市女性防火クラブ連絡協議会 会長 

 

〈教育関係〉 

・田中 光彦  岡山市教育委員会事務局学校教育部指導課 課長 

・渕田 裕之  岡山市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習課 課長 

 

〈消防関係〉 

・加藤 恵介  岡山市消防局消防総務部予防課 課長 

 

〈オブザーバー〉 

・株式会社 白獅子 

 

〈事務局〉 

・岡山市消防局消防総務部予防課 
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§３ 過去の火災を分析した結果 

検討会の検討項目の（１）火災調査の分析結果を基にした効果的な広報の検証において、

岡山市消防局管内における死者が発生した火災を分析した結果は、次のとおりである。 

 

§３―１ 統計データ 

以下、火災の統計を基に死者の分析を行っている。 

なお、「全火災と住宅火災件数及び全死者数」及び「全国の統計資料」並びに「死者の体

位の資料」を除くグラフは全て岡山市消防局管内における平成２１年から令和２年までの

建物火災で放火自殺を除いた８５人の死者のデータを使用している。 

 

 

■つぶやき 

・岡山市消防局の火災による死者数は、毎年１０人前後なんだね。 

・住宅火災にしぼると、１０件に１人が亡くなっている計算になるんだって。 

・火災の件数は減ってきているのに、なんで死者が減らないのかな。 
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■つぶやき 

・全国では死者の７割以上が高齢者なんだって。 

・高齢者が犠牲になっているんだね。 

・おじいちゃんとおばあちゃんに伝えよう。 

 

■つぶやき 

・岡山市消防局管内では死者の約８割が５５歳以上で、特に８５歳から８９歳までの

年齢が多いんだって。 

・すぐに判断ができなくなったり、素早く逃げることができなくなるのかな。 
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■つぶやき 

・ろうそくがワースト３位に入っているよ。 

・ろうそく火災は死につながりやすいんだって。 

・仏壇に供えていたろうそくが風で倒れて、座布団から燃え広がったとか。 

・そういえば、おじいちゃんおばあちゃんの家はろうそくを使っていたから、電気に

切り替えるとか話をしてみよう。 

 

■つぶやき 

・死者が発生している火災の６割以上は起床中に発生しているんだって。 

・でも、なんで逃げられなかったのかな。 

・就寝中の約４割の人は、火災に気づかずに起きられなかったんだろうね。 

・音で火災を知らせてくれる住宅用火災警報器がついていなかったのかな。 

・家にある住宅用火災警報器の音を確認してみよう。 



 

7 

 

 

■つぶやき 

・死者は１階で発見されているんだ。 

・逃げようとしたのかな～。 

・２階にいて、階段から炎や煙が一気にあがってきたら、パニックになりそうだね。 

 

■つぶやき 

・居室が一番多いんだね。 

・浴室で５％も亡くなっているのはなんでだろう。 

・浴室には逃げるところはないし、消火しようとしたのかな。 

・台所は、こんろの火が服につくことも考えられるね。 
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■つぶやき 

・火傷が多いのはわかるけど、一酸化炭素中毒で亡くなる人ってこんなにいるんだ。 

・一酸化炭素って怖いんだね。ちょっと吸ったら倒れるんだって。 

 

■つぶやき 

・身体に障害がない人が６割以上いるのに、避難ができなかったのはなんでかな。 

・逃げることはできても、判断が難しいのかな。（パニックになったりするのかな？） 
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■つぶやき 

・発見が遅れるというのが３０％で一番多いね。 

・ただ、避難行動有りの１２％や逃げる機会を失うの１１％の人は、何をして逃げ遅れ

たんだろう。 

 

■つぶやき 

・２月に死者が多いんだね。次に１２月。 

・寒い時期と関係してそうだね。 

・全国的には１月が多いので、２月は岡山市消防局管内特有なんだって。 

・２月は特に気をつけよう。 
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■つぶやき 

・夜中２時が多いんだね。 

・これは全国も同じ傾向なんだって。 

・寝ている時はやっぱり気づかないし、気づいても対応が遅れるんだね。 

・日中でも死者は出てるんだ。 

 

■つぶやき 

・仰臥位というのが、仰向けの状態で、約４割がこの状態。 

・伏臥位というのが、伏せた状態で、これは、背から炎がせまってきて、逃げようとし

て倒れたのかもしれないね。 
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§３－２ 統計外データ 

（１）復元図からの分析 

下図は、職員が火災時を復元した図である。死に直結する出火原因は、たばこ、ストーブ、

ろうそくの順であり、こんろが原因での死者のほとんどが着衣着火となっている。 

 

たばこ火災（寝たばこ） ストーブ火災（キャップが外れる） 

  

ろうそく火災（仏壇のろうそくが倒れる） こんろ火災（着衣着火） 

  

 

（２）火元と死者の距離 

死者が発生する火災は、火元に近い場合だけではなく、離れた事案でも、亡くなってしま

うことがある。特に、火元と死者が最終的にいた部屋が別の場合は、一酸化炭素中毒による

事案が多い。 

 

（３）火元者の消火状況について 

消火を試みるが、パニック状態でうまく消火することができず、火炎が大きくなって避難

ができなくなることが多々見受けられた。また、初期消火ができないから逃げ遅れたという

わけでもなく、初期消火に失敗して犠牲になっていることも多いということがわかった。つ

まり、初期消火と避難開始の優先順位は時により、生死をわけるということがわかった。 

 

（４）火元者の質問調書について 

死者が発生した火災事例の中で、逃げることができた被災者の調書内容を分析した。 
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・ 消火をしないといけない。大ごとにしたくない。という火災発見時の心理的な状況が

伺える事案があった。 

・ 途中までは一緒に避難をしていたが、煙でどこにいるのかわからなくなったという、

火煙で状況が一変したため、視界を失う事案があった。 

・ パニックになり１階と２階を何度も往復し、何度も１１９番通報したつもりが、一向

につながらないといった事案があった。 

・ とにかく空気を吸いたいという気持ちで２階から飛び降り、避難した事案があった。 

というような発言が見受けられた。 

 

（５）負傷者がでた火災の行動（アクション）について 

負傷者がでた火災において、どのような行動をしていたか下記のとおりまとめた。 

 

○確認にいく。○大声を出す。○風呂場へ行く。○子機を取りに行く。○携帯電話を取り

に行く。○１１９番通報をする。○消火器を使う。○消火器を取りに行く。○消火器をも

っていく。○布団を消火のためにかぶせる。○服をかける。○座布団をかける。○燃えて

いる物を持ち出す。○お茶碗で水をかける。○風呂場のシャワーで水をかける。○ペット

ボトルで水をかける。○階段を降りる。○階段を上がる。○ベランダへ逃げる。○母を救

助にいく。○引きずり出す。○ペットを助ける。○ペットを探す。○窓を開ける。○ドア

を開ける。○ドアを閉める。○姿勢を低くする。○タオルで口をふさぐ。○貴重品を取り

に行く。○位牌を取りに行く。○夫の様子をみにいく。○うずくまる。○パニックになる。

○ガスを止める。○消火中に負傷する。○前が見えなくなる。 

 

§３－３ まとめ 

過去の火災調査の分析において、統計的なものと、統計外の資料を分析した。ある程度の

傾向はつかめたものの、死者が発生した事例はあくまで結果を示すことが多く、死者がどの

ような行動をとろうとしたのかがわかる事例は、非常に稀であった。そこからはパニックや

想像を超える煙により視界が悪くなることがわかった。そこで、次章では、昭和２５年に岡

山市内で起こった火災事例及び令和元年に京都市で発生した火災事例を基に分析をする。 
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§４ 過去の火災事例 

岡山市消防局管内や京都市で発生した特異な火災を次のとおり分析し火災からの避難に

ついてのヒントを得ることとした。 

 

§４－１ 過去の火災事例（岡山市消防局管内） 

昭和２５年（１９５０年）１２月２０日に発生した岡山聾学校寄宿舎（視覚障害者と聴覚

障害者の生徒がともに生活していた。）の火災事例について分析した。 

火災があったのは、午前２時ごろで、生徒は就寝していた。職員も宿泊しており、火災発

生後すぐに大騒ぎになった。この火災において、１６人の生徒が亡くなり、いずれも、聴覚

障害者であった。この火災は、岡山市消防局管内において、過去最悪の死者数となった。 

原因として考えられることは、火災が起きたことを呼びかける声や太鼓の音が、聴覚に障

害をもつ生徒には届かなかったことがあげられる。（この時代には、自動火災報知設備など

の消防用設備がなく、避難を呼びかけるために声や太鼓を使用していた。） 

職員が生徒を直に叩く事で起こして回り、他の職員も精一杯の誘導を行ったが、最終的に

１６人が亡くなった。身体に障害をもつ人の非常事態における対応に様々な教訓と課題を

残した火災事例であった。視覚障害者の生徒は、音が聞こえてから早期に避難ができたと考

えられる。一方、聴覚障害者の生徒は目が見えるが、煙や火の中で視界が遮られ避難が遅れ

たと考えられる。 

教訓としては、火災に気づく手段を確保しておくこと、また、煙で視界を失っても避難経

路を確認しておき、自分で逃げられるように避難訓練をしておくことが大切である。当時の

職員の意見としては、夜間の避難訓練の重要性が意見として残されていた。音が聞こえない

ということで情報が入らないことが、火災の弱者であることを、痛感させられる火災であっ

た。火災から死者を減らす取り組みを行う上で避けては通れない事例であると考えるため、

岡山市内で起きた火災から得た教訓を後世に伝えていく必要がある。 

 

イベント時に使用しているパネル 

  

 

 



 

14 

 

§４－２ 他都市の火災事例（株式会社京都アニメーションで発生した火災について） 

令和元年に京都市消防局管内で発生した火災事例及びそこから派生した火災から命を守

る避難の指針を岡山市消防局管内の住宅で発生した火災事例と、指針の内容を照らし合わ

せ、住宅火災にも通じる避難の具体的な対策として記載する。まずは、概要及び指針策定の

経緯から紹介する。 

（１）概要及び指針策定の経緯について 

令和元年７月１８日京都市伏見区桃山町因幡地内において、株式会社京都アニメーショ

ンの第１スタジオで放火による火災が発生した。ガソリンを使用した放火により、建物１階

らせん階段付近の出火点を中心に炎の広がりと煙の拡散が一気に起こり、出火建物は全焼、

死者３６名、負傷者３４名という日本の火災史上に残る大惨事となった。京都市消防局が火

災調査を進めていく中で、火災発生から極めて短時間のうちに建物内は在館者全員が亡く

なっていてもおかしくないような危機的な状況となっていたことが明らかになった。 

一方でそのような過酷な状況であったにもかかわらず、約半数の方々が建物外へ避難さ

れているという事実も浮かび上がってきた。そこで、京都市消防局は、これらの避難された

方々の行動を広く周知することで、火災における犠牲者を一人でも減らすことができると

考え、当時の避難行動の分析・検証結果に消防の知見等を加えた「火災から命を守る避難の

指針」を策定した。 

 

 

 

京都市消防局作成「火災から命を守る避難」パンフレット 



 

15 

 

（２）考察 

「火災から命を守る避難の指針」は、前段のとおり株式会社京都アニメーションでの火災

を教訓に「７つの指針と１１項目の知恵」という構成で成り立っている。火災の態様や建物

の用途、構造、規模、収容人員等は、多種多様であることから、各事業所において具体的に

火災の発生をイメージしてもらい、指針に示した避難行動から自身の勤務場所等に合った

避難行動を複数想定し、あらかじめ対策や訓練を実践して火災から命を守ってもらうこと

を目的としている。 

 当該指針の内容は、京都アニメーションでの火災で実際に避難された方の当時の避難行

動について詳細な聞き取りを行い、分析を行っていることから、「避難者の声」が反映され

ている。このことから、「避難者の声」をエビデンスとし、以下に、「火災から命を守る避難

の指針」から抜粋したものと、岡山市の火災原因調査の「分析結果」を照らし合わせること

で、住宅火災でも活用できることを証明し、ガイドラインでも１つの具体的な避難方法とし

て活用できたらと考える。 

   

 
＊重なっている部分が、住宅でも活用できる京都市消防局が作成した避難方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市
（避難の指針）

岡山市

（ガイドライン）
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「避難者の声」と「分析結果」の照合 

 

NO 京都市→事業所 岡山市→住宅 具体的活用方法 

１ 

 

大きな物音等を

聞いたら、すぐに

確認する等の行

動を開始 

 

【音】 

「ゴォーゴォー」「パーン」「ババッ」

「ドンドン」という音で気づき行動し

た。 

【におい】 

「焦げ臭い」においで気づき行動し

た。 

 

○音をきっかけに火災に

気づいていることからも、

何か異常を感じた時は、ま

ず確認にいくなど、行動を

起こす必要がある。 

２ 

 

自動火災報知設

備等が作動した

ら、すぐに避難行

動を開始 

 

【住宅用火災警報器などの音】 

「いたずらでもされたのかと、それ

とも火事かな。と廊下に出た。」 

「インターホンと勘違いした。」 

「火事です。火事です。という警報音

が聞こえました。誤作動かと思いま

したが、火事といっているので１階

に降り、確認に行くと、部屋が黒い

煙で充満していました。」 

「何かピーというような音がして、

鳴り止まないので、気になって風呂

のドアを開けた。」 

 

○火災時に早期に気づく

ために設置されている住

宅用火災警報器などの音

は、点検時に確認しておく

ことで、火災時には、初動

が遅れることがなくなる。

すぐに行動を起こすことが

重要である。 

３ 

「火事だ！」だけ

ではなく、「消火

は無理だ。今すぐ

にげろ！」等の具

体的な行動を示

す声掛け 

「出てこい」という息子の声 

「もうだめだから逃げて」という弟

の声 

「今戻ったら火にとりこまれるよ」と

いう叔母の声 

「お兄ちゃんの部屋が火事じゃ」とい

う弟の声。 

 

○火災が起こった時は、家

族であっても、どこで、何

が起こっているのか具体

的な行動を伝えること。ま

た、家族の声は、家族を救

うことにもなり、非常に重

要である。 
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NO 京都市→事業所 岡山市→住宅 具体的活用方法 

４ 
階段（避難経路）

の煙の状態確認 

 

２階にいる時に火災に気づいて階

段下から炎や煙があがっている場

合 

「１階に降り、玄関から避難しようと

思いましたが、階段踊り場から階段

の途中まで炎がきているのが見え

たので階段は使えないと思い別の

行動をしました。」 

「階段からは逃げられないと判断

し、ベランダから逃げました。」 

「階段下には煙と炎が見えたので、

階段から逃げるのは無理だと思っ

た。」 

 

○戸建て住宅では、２階か

ら避難する場合は、階段を

必ず通過しなければなら

ない。その階段から大量の

煙があがってくると、１階

に降りられない。２階で火

災に気づいたら、まず退路

を確認する意味で、階段の

煙の状況の確認が必要で

ある。 

 

○共同住宅では、玄関側か

ら炎や煙があがっている

と、ベランダ側が避難口に

なるため、まずは状況を確

認する必要がある。 

 

５ 

姿勢を低くし、煙

の下の空気層で

息を止めずに浅

めの呼吸（エア・

マネジメント）を

しながら避難 

濃煙の状況で姿勢を低くしたケース 

「洗面所でタオルを水に濡らし口に

当てて、姿勢を低くして自分の部屋

に入ろうとしました。」 

 

○低い姿勢となり、煙の下

の空気層で息を止めずに

浅く呼吸をすることは、住

宅火災においても有効で

ある。むやみに、火災時に

発生する有毒な煙を吸わ

ないこと。 

 

６ 
避難の際は走ら

ない 

着衣着火時に走ったケース 

（不奏功事例） 

「ズボンに火がついた後に、広い場

所まで走っていき、火が消えなかっ

たのでズボンを脱いだ。」 

 

○走ることで、心理面では

パニックを助長する可能性

があり、更には空気の流れ

を作ることで火災を拡大

させてしまう可能性もある

ため、避難の際は走らな

い。 
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NO 京都市→事業所 岡山市→住宅 具体的活用方法 

７ 

日頃から障害物

の除去、窓、ドア

の開放によるベ

ランダ等への避

難経路の確保 

 

現場から推測される状況 

（不奏功事例） 

「出火箇所が階段へ通じる開口部に

近かったこと及び室内の収容物が

多かったことから、退路を奪われベ

ランダ側へ避難した。」 

 

○火災が起こった時は、廊

下や階段などに物がある

と、避難障害となる。また、

夜は少量の物であっても

致命傷になる。避難経路に

物は置かないこと。また、

階段が使えない場合を想

定し自宅で避難計画を立

て、訓練をしておく。 

 

８ 
窓から地上への

ぶら下がり避難 

ぶら下がり避難の例 

「腰高窓を開けて、バックを落とし、

窓枠に手をかけてぶら下がるよう

にして飛び降りました。」 

 

○あくまで、最後の手段と

してのぶら下がり避難で

あるが、ベランダなどか

ら、飛び降りるのではな

く、窓枠に手をかけて、ぶ

ら下がるという手法を行

うことで、人的被害を軽減

できる可能性がある。 

 

９ 

身を低くして、煙

等を避け、ベラン

ダで助けを待つ

（一時避難） 

母や子を一時避難させた例 

「母の寝室へ行くと、ふとんの上に

座っていたので、掃出し窓を開け、

窓側へ座らせました。」 

「まず、子どもたちをベランダに避

難させてから、１１９番通報しまし

た。」 

自力で寝室から逃げた例 

「足腰が不自由なので、床を這って

なんとか寝室を出ましたが、外は煙

で真っ黒になっており、そのまま身

動きが取れなくなっていました。す

ると娘が助けにきてくれました。」 

 

○子どもや、足が不自由な

人などは、優先的に避難を

させること。また、煙等を

避ける場所に避難させて

おくことは有効な場合が

ある。家族で一時避難場所

を決めておく。 
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NO 京都市→事業所 岡山市→住宅 具体的活用方法 

10 

窓やベランダ付

近の庇の上部や

隣の建物の屋根、

雨樋を使用して

地上への避難 

 

ベランダから避難した事例 

「２階の雨樋を伝って逃げました。」 

「階段からは逃げられないと思い、

窓を開け、ベランダの柵をこえて、

波板の屋根から飛び降りました。」 

「２階のベランダから平屋の家に飛

び移り、電柱を伝い避難した。」 

 

○最悪の状況下でも、出火

建物から地上へ避難する

のに最適な方法を考えて

おく必要がある。 

11 

窓でのサバイバ

ル ポ ジ シ ョ ン 

（窓から上体を出

し「くの字」） 

同様の事例はなかったが、窓から空

気を吸う事例はあった。 

「煙で何も見えなかったので、手探

りで母の足首をつかみ、母の頭を窓

の方へ向けました。煙で苦しく、窓

から頭を出しました。」 

 

○火災時において、有毒な

煙をいかに吸わないよう

にするかは重要であり、そ

の際に、空気を吸う方法と

して、窓から上体を出して

「くの字」になる方法は、最

悪の場合での手法である。 

 

12 

着 衣 着 火 時 の  

ストップ、ドロッ

プ＆ロールによ

る消火 

着衣着火時に寝転がって消火した

事例 

「背中が燃えているのに気づいて、

トイレの近くにあるマットの上に寝

転がり消火した。」 

 

○着衣着火時の消火方法

の１つとして、指針にある、

ストップ、ドロップ＆ロー

ルによる消火方法は有効

である。 

 

13 
１１９番通報状況

の確認 

 

火災が発生している室内で通報す

る場合の多くが慌てており、正しく

通報できていなかった。 

「慌てて何回も１１９番通報したが電

話をかけられませんでした。」 

「もっていた携帯電話で１１９番通報

をしようとしましたが、慌てて操作

ができず、通報できませんでした。」 

 

○慌てて子機や携帯電話

で１１９番通報しても、うま

くいかないケースは多々

あった。そのため、通報は

避難後に落ち着いて行う

ことや、近所の人に頼むこ

とも１つの方法である。 
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 これら照合内容から、事業所で起きた京都アニメーションでの火災を基にした「火災から

命を守る避難の指針」と岡山市消防局の住宅火災における火災原因調査の分析結果は、多数

の部分で共通部分があることがわかった。このことから、京都市消防局で作成された指針で

提案された避難方法が住宅火災においても有効であると考えられるため、上記照合表の右

端の部分を、住宅火災時における避難の方法として学び、過去の他都市での火災の教訓を自

分事として活かすことができればと思う。（一読することを推奨する。） 

 

京都市消防局「火災から命を守る避難の指針」 

 

【二次元バーコード】 
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§５ 避難のアンケート 

§３、４で示したとおり、過去の火災情報を基に分析したところ、死者が発生する火災の

傾向をつかむことができた。ただ、分析している中でも、そこにあるのは結果であり、死者

がどのような行動をしたのかという原因部分はある程度推測になってしまう。そこで、自宅

の寝室から避難口までどのくらいの時間で避難できるかを実測したデータを集め検証した。 

 

§５－１ 導入 

避難のアンケートのサンプルを６５歳以上（高齢者）と６４歳以下にわけ１２３人分とり

検証した。 

 

■つぶやき 

・自宅の住宅用火災警報器が鳴って避難開始なんだね。 

・避難完了は、屋外に出るまでだから、玄関でも勝手口でもいいんだ。 

・付加想定として、夜の避難や家族全員を避難させること、あとは、室内で飼って

いる猫や犬まで避難させるんだね。自分の場合だとどのくらいかかるかな。 

 

§５－２ 結果 

結果は次のとおりである。 
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■つぶやき 

・検証に協力してくれた人の住宅区分は一戸建てが多かったんだね。 

・年齢区分では、高齢者も参加してくれているね。 

 

■つぶやき 

・夜になると、昼の２倍以上時間がかかっているんだ。 

・屋外まではそんなに距離はないと思うけど、視界が悪いとこんなに違うんだ。 
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■つぶやき 

・２階に寝室がある家が多そうだね。 

・夜に２階で寝ていると一番危ないんだ。 

・１階で寝ることは、火災からの避難の面では非常に安全なんだね。 

・おじいちゃんおばあちゃんは２階で寝ているから１階で寝れないか聞いてみよう。 

 

■つぶやき 

・６人家族の夜は１６１秒もかかってる。 

・４人以上から時間がかかっているみたい。 

・火は、あっという間に大きくなるっていうから危ないね。 
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■つぶやき 

・犬２匹に４８０秒かかっている人がいるね。 

・火災時には、パニックになっちゃうだろうね。 

・猫はそんなに時間がかかっていないようだね。 

・窓を開けて逃がすこともできそう。 

・家にペットがいるから、やってみよう。 

 

■つぶやき 

・階段について書いている人が多いね。 

・結果から、家族が多い場合の夜がすごく時間がかかっていたのは、弟の居場所

がわからなかったという理由からも、探すことで時間がかかったのかも。 

・身体に障害がある人は、優先して避難してもらわないといけないね。 
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■つぶやき 

・家族で実践してくれたことがわかるね。 

・マンションの場合は、玄関に出てからも、１階まで逃げないといけないね。 

・エレベーターは火災時には使えないと聞いたことがあるよ。 

・犬に時間がかかったのは、ゲージに入れようとしてたんだ。 

・いざという時に、同じようにできるかな。 

 

■つぶやき 

・最短で１秒っていうのはすごい。 

・寝ている場所が影響してるのかな。 

・物を取りに火元に戻って亡くなる人がいるって聞いたことがあるよ。 

・この実験でも、物を取るのに時間がかかったんだ。 
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■つぶやき 

・具体的に、避難に時間がかかるケースがわかりやすいね。 

・避難時間が最大となるケースはたくさんありそう。 

・ただ、この場合ではなくても、夜はやっぱり危険なんだね。 

 

■つぶやき 

・具体的な対策が書いてあるね。 

・人数や年齢など変えられない部分に対しては、訓練しかないんだね。 

・みんなに訓練してもらおう。 
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§５－３ 考察 

結果については以上のとおりである。その中で、多くの家族が夜間に時間がかかっている

ことがわかった。因果関係は、はっきりとしないものの、推測として考えられるのは、テキ

ストのコメントにもある通り、「弟の居場所がわからなかった。」など、暗闇の中で、人を探

すというところに１つの要因があるのではないかと考える。夜、２階からの避難に時間がか

かっているのは、停電をイメージしているため、手探りで避難口まで移動しているためだと

考えられる。 

 

§５－４ まとめ 

避難にかかる時間はこのアンケート結果からわかった。消火をせずに、避難のみであれば、

様々なケースはあったものの、最大のケースでもかかった時間は、１６１秒であった。 

また、スタートを火災覚知時点（住警器の音など）として計測をしてもらったが、実際に

はどのタイミングで気づくかにもよるため、何秒であれば、安全に避難ができると、一概に

は言えない。このアンケートから得られた点としては、危険要因である。避難を阻害する危

険要因によって、相対的に、数倍の時間がかかっていることがわかる。火災から避難するた

めには、その危険要因を把握することが重要である。 

一方で、火災覚知のタイミングがそれぞれ違うとして、これらの避難時間から考えると、

火災発生時に避難のみ選択をすれば、命は助かると考えられる。そのため、次章では、火災

を発見した後にどのような行動をしているのかをＶＲを活用して検証をした。 
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§６ ＶＲによる検証 

§５の結果のとおり、実測された避難時間によると、火災覚知時に避難のみを選択すれば、

多くの命は助かるはずである。ただ、実際の火災で逃げ遅れにより死者が出ているというこ

とは、避難以外の行動をしていると推測する。 

そこで、ＶＲを活用して、火災からの避難の特性を検証することとした。特に、死者の割

合が高い、高齢者の特性をつかむために、高齢群と若齢群の避難行動について、比較検証を

行った。 

 

§６－１ 導入 

検証体制としては、住宅火災被災時における生存率向上を目的として、ＶＲを用いて住宅

火災を体験した人間の避難時の軌跡（行動）をデータ化するシステムを開発し、そのデータ

を集約して、データ・エビデンスに基づいた最適な避難方法の研究を、産学官の共同研究開

発により行った。 

 

 

 

検証デザインは次のとおり行った。まずは、高齢群と若齢群にわけ２３人ずつ検証を行っ

た。このＶＲは火災を体験することができ、ＶＲ空間内においてコントローラーを上下に振

ることで移動することができるシステムとした。 

ＶＲの操作不備によるバイアスを除くため被験者は体験前にチュートリアルという操作

訓練を行っている。 
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■つぶやき 

・ＶＲで火災を体験して、仮想空間を動くんだね。 

・写真をみると臨場感がありそうで怖いなあ。 

・脱出までの時間と行動を測定すれば、行動に対しての「なぜ」という答えが出て

くるかもしれないね。全国初の取組なんだ。 

 

■つぶやき 

・チュートリアルで慣れてもらうんだね。 

・確かにおじいちゃん、おばあちゃんは、不慣れかもしれないもんね。 
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■つぶやき 

・高齢群は、若齢層より時間がかかりそうなのはなんとなく想像できるけど、実際

どうなるんだろう。 

 

■つぶやき 

・操作方法に、高齢群と若齢群に差がある可能性を排除するんだね。 

・そうしないと、ゲーム操作に慣れている若齢層が速く動けることになるもんね。 
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■つぶやき 

・台所で火災が発生する様子を違う部屋で見つけるのかな。 

・出口は１つで、部屋は５部屋あるんだね。 

・煙に巻かれると迷っちゃいそうだね。 

 

§６－２ 結果 

・結果については、次のとおりであった。 
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■つぶやき 

・高齢群は、やっぱり脱出に時間がかかってるんだ。 

・なんとなく想像していたとおりだね。２倍くらいかかってるね。 

 

■つぶやき 

・報告書の前半で紹介していた、火災調査の分析でも死者がでた場合は、亡くなった

人から話は聞けないので、この何が脱出を遅らせているかがわかれば、火災からの

死者を減らすための手がかりになるね。 
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■つぶやき 

・あれっ。 

・火災に気づくまでは一緒なんだ。 

・なんとなく、若い人の方が早く気づくのかなと思ったけど。ということは、その後

に何かあるんだね。 

 

■つぶやき 

・発見した後に、高齢群は何かしてるんだね。 

・若齢群はすぐに玄関を探してる。これが避難時間の差なんだね。この特徴的行動っ

てなんだろう。 
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■つぶやき 

・特徴的な行動って、消火と停止と混乱なんだ。 

・避難以外にこんなにもアクションがあるんだ。 

・特に高齢群では、消火をしようとしている人が多いね。 

・混乱ってパニックのことだよね。 

・火災を発見した時に、パニックになるって聞いたことがある。 

・時間がかかればかかるほど、火災の状況は悪くなるから悪循環だね。 

 

■つぶやき 

・高齢群が若齢群と比べて時間がかかっている理由は、身体的な歩く速度ではなく、

避難以外の行動をいろいろとやろうとしているからなんだ。 

・おじいちゃん、おばあちゃんにも、避難を優先するように伝えよう。 
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§６－３ 考察 

前述した分析結果から高齢群と若齢群は、特徴的な行動の差がみられた。その他として、

検証の中での観察で気づいた点は下記のとおりである。 

（１）煙に巻かれたような感覚になりパニックになる人がいた。 

（２）しゃがむ動作をした人がでた。 

＊ヒアリングをしたところ、小学校時代に煙体験をした時を思い出したと発言した。 

（３）避難経路を確認した人は、避難がスムーズであった。 

（４）火災を見て、呆然とする人がいた。 

（５）慌てて、一生懸命に走っている人がいた。 

（６）火災を見て、驚く人がいた。 

これらは、ＶＲ空間の中ではあるが、被災時の状況を客観的にみることができた貴重なデ

ータとなる。 

 

§６－４ まとめ 

結果としては、高齢群の避難は、若齢群と比べて避難に時間がかかっている。その理由は、

消火など、避難以外のアクションを行う特性があることがわかった。 

また、推測にはなるが、高齢になるとすぐに避難行動に移さないのは、様々な人生の経験

から家に対しての執着があるのではないかと考えられる。また、高齢群は、認知能力や身体

能力の低下が考えられ、より早い判断を求められている。 

さらには、パニックという部分が重なることで、火災からの避難が遅れ、犠牲になってし

まうというケースは往々にして考えられる。そこで、実際の火災時には、どのようなアクシ

ョン（行動）を行うことが最適なのかという部分を具体的にしていく必要がある。 

次章において、避難カードゲームを使用し、最適な避難行動につなげていく。 
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§７ 避難カードゲーム 

これは、紙上で何パターンかの火災発生場所を想定して、どのように避難をしていくのか

をコマを使って動かしていくゲームである。これは検討会をとおして、子どもを中心に家族

で避難について考えてもらうための１つのツールとして作成した。 

 

§７－１ 導入 

（１）作成のねらい 

 子どもに「避難」について、繰り返して遊んでもらい、学習してもらうため、２人以上で

「１番早く避難した人が勝ち」というものを作成しようと考えた。また、カードの中で普段

消防職員が市民に広報している内容を知識として定着させたいと考えた。 

 

（２）カードゲームの作成について 

 対象を小学生以上に定めた上で、下記のとおり作成した。 

 

 



 

37 
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○このカードゲームを自宅に置き換えて実践してみることで、以下の気づきを期待した。 

１）何マスで避難口まで行けるか。 

２）避難口はそもそも何か所あるか。 

３）役割として何をすべきか。 

４）消火器はあるのか。 

５）階段が燃えた場合はどうするか。 

６）ペットは逃がせるのか。 

 

§７－２ 結果 

このカードゲームをモデル的に体験してもらった結果は次のとおりである。 
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■つぶやき 

・作成した避難カードゲームを２８人の子どもたちにやってもらったんだね。 

・児童クラブの子どもたちが協力してくれたんだ。 

 

■つぶやき 

・評価はよかったみたいだね。 

・みんな楽しかったって言ってるね。 

・遊びながら学べて、子どもから広がっていくツールになるといいね。 

・私もやってみたい。 
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■つぶやき 

・ルールはみんなわかりやすかったみたいだね。 

・勝ち負けが決まるゲームだからこそ、最適な避難方法を学べるんだね。 

・消火を選ぶか、ペットを助けるか、大声を出すか。 

・意見としては、計画を立てることが大切と書かれているね。 

 

■つぶやき 

・約８割の子どもが、自宅で避難の練習をしようと考えているね。 

・次からはペットを早く助けたいとか、火事が起きたらゲームのように避難しようと

か、自分事になっている子どもがいるね。 

・ゲームから避難を学ぶのは非常に有効だね。 
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§７－３ 考察 

これら、モデル検証の中に、どうすれば早く避難できると思うかという質問を入れている。

その回答として、最初に、ペットを助ける子どもが多くいた。次に、大声を出すこと、そし

て、消火器を使うとあった。火災発生時に何を優先すべきかについては、それぞれの家庭で

異なるにしても、行動パターンがどのようなものがあるか、カードゲームでいえば行動カー

ドの種類については、事前に把握しておく必要がある。 

また、初動（最初の１コマの動き）によって、大きくゲームの流れが変わることは、実際

の火災の状況に近いとも考えられる。 

最後に、役割という部分も重要であり、カードゲームでのルールがその家庭での役割であ

り、各家庭で、火災が起こった時のルールを決めることは役割を決めることになる。 

 

§７－４ まとめ 

カードゲームを体験した児童が、２回目に訪問した際に自宅の絵を描きそれを基にカー

ドゲームを行っていた。このように間取りを自宅にすることで、カードゲームは１つの紙上

での避難訓練とすることができる。避難カードゲームを作成する過程で、モデル的に体験し

てもらうことで、火災覚知後の行動（アクション）を洗い出すことができ、重要な部分とし

ては、最初に何を行うか、「消火」なのか、「大声」なのか、「救助」なのか、といった、初

動を計画しておくことが火災発生時には非常に重要な役割を果たすことがわかった。§５、

６、７であげた検証結果を基に、次章において、具体的な対策をあげていく。 
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§８ 避難行動を起こすための具体策（３つの自分事） 

§５では実際に自宅で避難をしてもらったアンケートを基に、何が避難を阻害している

かというものを洗い出した。また昼なのか夜（停電時を想定）なのかによって大きく避難の

時間が変わることがわかった。続いて§６では、ＶＲという仮想空間で避難の軌跡データを

基に高齢群と若齢群には、避難行動パターンに大きな差があり、高齢群の特性としては、避

難以外の行動をすることが明らかになった。そして§７では避難カードゲームを使いモデ

ル検証を行い、火災が起こった時にどのような行動をするのかというものをコマ（人やペッ

トを立体的にしたもの。）を使い可視化し、ゲームの進め方が避難する行動順であり、ルー

ルが家族内での役割とした。また、火災に気づいた後の初動で何を選ぶかによってゲーム展

開が変わるというのは、火災からの避難の本質に触れる部分であった。 

これらを総じて、寝ている時に、火災が起こり避難口まで脱出するという１つの過程の中

に、階段に荷物があったり、救助すべき人がいたり、昼なのか夜なのかの違いがあったり、

パニックに陥ったり、その場に止まったり、消火をしようとしたり、火元に確認に向かった

り、大声を出したり、親を呼びに行ったり、ペットを救出しに行ったりと様々な行動や心 

理が輻輳することが、避難を阻害する要因になると考えられる。 

これらを踏まえて、３つの自分事として具体的な対策を§８から述べていく。輻輳した状

況を整理することで、各家庭における最適な避難方法の確立を目指す。 

 

§８－１ 火災から命を守る４タイプ診断テスト（知る）  

１つ目の自分事は「火災から命を守る４タイプ診断テスト」の作成についてである。 

 岡山市消防局では、岡山市火災予防公聴広報規程で定めている「住宅防火診断実施表」を

活用し各家庭の防火対策を診断している。同様の形式の診断書を活用している消防本部は

少なくない。 

 一方で、「防火対策」について診断するだけではなく、火災発生後の命を守る行動につい

て見つめなおしてもらうために「火災から命を守る４タイプ診断テスト」をこの度作成した。 
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「防火診断実施表」 

 

火災から命を守る４タイプ診断テストの内容について 

 既存の防火診断実施表は、火災予防を主眼においた構成となっている。この防火診断を今

後作成するガイドラインの目的に置き換えると下図のとおりである。 

 

 

 

よって、防火診断は死者の低減にも一定の効果はあると考えられるが直接的ではないこ

とがわかる。一方で、今回作成した火災から命を守る４タイプ診断テストは、報告書の§３

から§７までのエビデンスを用いて、火災による死者を減らすことを目的とした、行動と心

理の両面からアプローチした診断テストとしている。（下図） 

 

 

 

当該診断テストの作成にあたり、誰でもわかりやすく手軽に診断ができるように、７つの

項目を２種類で合計１４の確認をすることとした。また、その結果を基に、それぞれ火災か

らの避難に対しての特徴を４つのタイプに分類した。 
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●「火災から命を守る４タイプ診断テスト」（２種類×７問） 

質問【「行動」パート】 チェック項目 参照先 

①何人で住んでいますか。 
□１人、□２人、□３人、□４人 

□５人、□６人以上 
§５ 

②寝室は何階にありますか。（マンション

やアパートなど居住空間に階層がない場

合は、１階としてください。複数のケース

がある場合は、上階を選んでください。） 

□１階、□２階以上 §５ 

③階段に手すりがついていますか。 □階段なし、□ある、□ない §５ 

④室内でペットを飼っていますか。 □飼っていない、□飼っている §５ 

⑤１人で避難が困難な人はいますか。 □いない、□いる §５ 

⑥あなたは、聴覚に障害がありますか。 

（高齢により聞こえづらい方も含む。） 
□ない、□ある §４ 

⑦避難通路（廊下や階段）に避難に支障と

なる物品がある又は築３４年以上の家。 

□ない 

□ある □築３４年以上の家 

§３ 

§５ 

質問【「心理」パート】 チェック項目 参照先 

①高齢者ですか。（６５歳以上） □６５歳未満、□６５歳以上 §６ 

②目の前で火事（小さな炎：１０センチ程

度炎があがっている。）が起こった時、右

の選択肢の中から何を選びますか。 

（１つ選んでください。） 

□消火、□避難、□１１９通報 §６ 

③目の前で火事（大きな炎：背丈より炎が

あがっている。）が起こった時、右の選択

肢の中から何を選びますか。 

（１つ選んでください。） 

□消火、□避難、□１１９通報 §６ 

④住宅用火災警報器の音を聞いたことは

ありますか。（自動火災報知設備を含む。） 
□ある、□ない §３ 

⑤目の前で火事（大きな炎）が起こった時、

消火するためにどのような行動をとりま

すか。（自宅に備わっているもので１つ選

んでください。） 

□水、□消火器 

□毛布や衣服をかける 
§３ 

⑥町内会などで行う消火訓練に参加した

ことがありますか。 

□ある、□ない 

 
§３ 

⑦自分が着ている衣服（上着の袖部分）に

火がついた場合（着衣着火）どのような行

動をとりますか。（１つ選んでください。） 

□水をかぶる 

□走って助けを呼ぶ 

□床で転がる 

§３ 
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●評価方法について 

 診断テストによって、確認後に下記の評価を行う。 

【点数表】 

点数（行動パート） 

行動① 
□１人→１点、□２、３人→３点、□４人→４点、□５人→５点 

□６人以上→６点 ★★★ 

行動② □１階→０点、□２階以上→２点 ★★★ 

行動③ □階段なし→０点、□手すりあり→０点、□手すりなし→３点 ★ 

行動④ □ペットなし→０点、□ペットあり→２点 ★★ 

行動⑤ □１人で避難が困難な人がいない→０点、□いる→６点 ★ 

行動⑥ □聴覚に障害がない→０点、□あり→３点 ★ 

行動⑦ □避難通路に物がない→０点、□ある→３点、□築３４年以上の家→３点 ★ 

点数（心理パート） 

心理① □６５歳未満→１点、□６５歳以上→８点 ★★★ 

心理② 
火事発見時（小）の判断において、 

□避難→０点、□通報→１点、□消火→２点 ★ 

心理③ 
火事発見時（大）の判断において、 

□避難→０点、□通報→２点、□消火→４点 ★ 

心理④ 住宅用火災警報器の音を□知っている→０点、□知らない→２点 ★ 

心理⑤ 消火方法について□消火器→０点、□水→２点、□毛布や衣服→３点 ★ 

心理⑥ 参加したことが□ある→０点、□ない→１点 ★ 

心理⑦ 
着衣着火の行動について□床で転がる→０点、□水をかぶる→１点 

□走って助けを呼ぶ→２点 ★ 

点数表のウエイト付けをする中で、例えば、§５から居住者の人数に比例して避難時間が

かかっていることがわかった。その比率をエビデンスとして決めている。点数表の★がエビ

デンスの強さを表しており、少ないものにあっては、今後の課題としながら、消防の知見を

基に、ウエイト付けを行っている。指標は、行動パートは避難にかかる秒数であり、心理パ

ートは避難をするにあたっての行動数である。 

★★★・・・しっかりとしたエビデンスがある。 

★★・・・・ある程度エビデンスがある。 

★・・・・・消防の知見によるもの。（今後検証が必要。） 

 これにより、それぞれのパートで点数化される。 

 その点数を基に、自分のタイプを決めていく。 

 なお、この境界点の点数にあっては、ある程度現段階での指標としている。 
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【タイプ分け】 

 

【タイプ別の傾向】 

タイプ名 行動 心理 特徴 

Ａタイプ 

（避難に時間がかかり 

判断が遅れる） 

× × 

避難が遅れる傾向がある。避難には時間がかか

り、判断すべきことも多く避難の障害となって

いる。避難よりも消火を優先する傾向にある。 

Ｂタイプ 

（避難に時間がかかる） 
× ○ 避難の行動に時間がかかる傾向にある。 

Ｃタイプ 

（判断が遅れる） 
○ × 避難の判断に時間がかかる傾向にある。 

Ｄタイプ 

（避難も判断も早い） 
○ ○ 

避難の行動にかかる時間及び判断にかかる時

間はいずれも短い。消火よりも避難を優先する

傾向にある。 

 

§８－２ マイタイムラインの作成（作る） 

次に、２つ目の自分事であるマイタイムラインの作成である。ここでは下記のとおり３つ

のＳＴＥＰで作成する。 

 

 

 

大きなルールとしては、スタートは、火災に気付いたタイミングであり（例えば住宅用火

災警報器の音や光）、消火は失敗して、最終的に避難がゴールである。火災想定（どこで火

災が発生し、どこにいる時に気づくか）としては、次の２つのシナリオから選び、自宅に当

てはめて作成していく。 
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（参考間取り。自宅を想定して作成する。） 

【シナリオ１】 

・火元は台所。 

・時刻は夜中２時。 

 ・あなたは寝室にいます。 

【シナリオ２】 

 ・火元はリビング。 

 ・時刻は２０時。 

 ・あなたはリビングにいます。 

 

４つのタイプ診断テストを基に自分のシートを使用する。 

Ａタイプの場合は、５つのアクションで１００秒以内に避難する。 

Ｂタイプの場合は、７つのアクションで１００秒以内に避難する。 

Ｃタイプの場合は、５つのアクションで２００秒以内に避難する。 

Ｄタイプの場合は、７つのアクションで２００秒以内に避難する。 

 

行動パートの点数は、時間に反映させ、心理パートの点数は、アクション（行動）の数に

反映させている。この理由としては、ＡとＢの場合は、行動面で避難を阻害する条件が多数

存在する傾向がある。そのため、ＣやＤと比べて時間がかかるため、その分マイタイムライ

ン作成段階において負荷をかける（短くする）ことで、紙上で体験してもらう。 

次に、ＡとＣの場合は、心理面で避難を阻害する条件が多数存在する傾向がある。そのた

め、ＢやＤと比べてアクション数が増えるため、その分マイタイムライン作成段階において

負荷をかけるためにアクション数を減らし、紙上で体験してもらう。また、それぞれ１００

秒と２００秒の時間にはエビデンスをもっている。岡山市消防局で行った模擬家屋燃焼実

験（模擬の家を燃やす実験）の温度や部屋の状況など根拠としている。 

（１） 令和元年度の実験では、一室の温度が住宅用火災警報器の音が鳴ってから１００秒

で床から５０センチ部分（しゃがんだ状態）の温度が１６８度まで上昇し、発煙し

てから２００秒で室内は火の海になった。 

（２） 令和２年度の実験では、一室の温度が住宅用火災警報器の音から１２０秒で床から

１６０センチ（大人が立っている状態）の部分が８２０度まで上昇し、発煙から２

４０秒で一番安全と考えられる床上１０センチでも２３０度まで上昇した。 

（３） 令和３年度の実験では、住宅用火災警報器の音が鳴ってから１０５秒での炎が天井

まで到達した。 

 あくまで、住宅用火災警報器などの音や光にいつ気づくかで、大きく時間の差が出てくる

が、今回は、この燃焼実験のデータを基にタイム設定を行っている。 
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◆ＳＴＥＰ１（えらぶ） 

４つのタイプから選んだシートを使い、まず自分が起こしそうなアクションをすべて選

ぶ（ここにないアクションは㉕と㉖へ書き込む。）。このアクションは、これまでの章で分析

された行動を基に選択肢を作成している。その際に、自宅で火災が発生した時に、どうやっ

て気づくかというスタートをチェックし、どこへ避難ができるのかというゴールをチェッ

クしておく。 

 

 

 

◆ＳＴＥＰ２（つなげる） 

選んだものから指定された数（５個又は７個）にしぼり、どのような順番で行うか（優先

順位）をつなげてみる。その時、指定された秒数内でできるかどうかも判断材料とする。 
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◆ＳＴＥＰ３（ならべる） 

優先順位をつけたものを並べてみる。 

 

 

このＳＴＥＰ１～３を行うことで、消火や火元の確認なども含めた中で、一義的に自分事

として、避難方法を紙面上で考える。計画を立てるのである。まずは、自分がどういう行動

をするのかを可視化することと併せてとるべき行動の優先順位、特に最初に行う初動を決

める。 

過去の火災事例から実際にあった、行動パターンを基にしたアクションにしていること

からも、同様の行動をとる可能性がある。このマイタイムラインは、消火で火災が終息する

のではなく、消火失敗を前提に必ず自宅の外へ避難するまでの行動を記録してもらうよう

にしている。２つのシナリオを用意していることから、複数のケースについて計画すること

が大切である。繰り返し行う段階で、最悪の状況として、階段からの濃煙の場合も３つ目の

シナリオとして用意しておくことも必要である。 

作成したマイタイムラインを基に、次に訓練をしてみる。 

 

§８－３ 自宅で避難訓練（実践する） 

最後に３つ目の自分事である。 

§８－２のＳＴＥＰ３で作成した、マイタイムラインを実際に自宅で試してみる。 

まずシナリオとは違う時間帯として、昼の状況でどのくらい時間がかかるか試してみる。

その後、夜（停電時を想定）に同様に行ってみる。それぞれの時間を、マイタイムラインに

書き込む。中央が空白の用紙を別途使用する。 
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１回目（昼）、２回目（夜）などログを残しておく。このように実際に訓練をすることで、

時間がオーバーしてしまうことも考えられる。また、考えていたアクションとは違う動きに

なることも想像できる。それをしっかりと書き込んでおく。 

次に、複数人で住んでいる場合は、それぞれのシートを使いＳＴＥＰ１～３を実施して、

縦に並べてみる。 

 

 

 

さらに、訓練を実施し、ログを書き込む。 
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§８－４ 繰り返す 

以上の３つの自分事と３つのＳＴＥＰによって、避難方法は各家庭において一義的には

完成する。ただし、これらを最適な避難方法とするには、これらを繰り返しながらチェック

していく必要がある。そのために、報告書で示している過去の火災事例や検証実験のつぶや

きなどを参考にしながら、繰り返していく中で、ＡタイプからＢタイプに移行したり、アク

ションの順番が変更されたり、避難の時間が短縮されることとなる。 

 

「知る」→「作る」→「実践する」 ⇔ 繰り返す 

 

どのアクションを、いつやるかということを試すことで、最適な避難方法を見つけていく

のである。また、それぞれの行動を一元化し家族間で話し合うことで、火災発生時の役割が

明確化されアクション及びマイタイムラインが洗練されていく。多様な方法をもっておく

ことが有事には役に立つ。訓練ができない時も、マイタイムラインを日常生活で家族全員の

目に止まる場所に貼っておくことで、自分及び家族の最適な行動パターンを常に確認でき、

パニックに陥る可能性を少しでも低くすることができる。自宅で火事が起こった時に重要

なのは、避難をいつ選択するかであり、消火の選択ができる時間は、ほんの一瞬である。そ

れを逃してしまうと手遅れになる。その時正しかった行動も、ほんの数秒で判断間違いとな

ってしまうこともある。特に、死者が発生する時間が夜中の２時が多いことを勘案すると、

暗闇で煙が充満し、大きな音が鳴り響いている中でとっさに家族全員が起きて短時間に避

難することが難しいのは容易に想像がつく。 

だからこそ、多少負荷はかかるが、事前にこれだけの準備をして、繰り返すことで、最適

な避難方法を確立しておくことを推奨する。 
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§９ 展開方法 

§８ー４の繰り返すの部分において、自分でマイタイムラインが最適な状態なのかを確

認するための３つの補完ツールを用意した。行政のみではなく、家庭からガイドラインが

広がっていくこと想定している。 

 

 

 

§９－１ ３つの補完ツール 

  展開するための３つの補完ツールについて 
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１つ目は、動画である。岡山市消防局では避難に関する動画を作成している。これらを

選びスマートフォンなどで読み込み、家族でチェックし避難訓練の 1つとして活用する。 

 

 

２つ目は、ＶＲ体験である。岡山市消防局がリース事業で展開しているＶＲゴーグルや

市販の段ボール型ＶＲゴーグルなどを使い、上記ＶＲに対応した火災動画を使って体験す

る。臨場感のある火災を体験することは、避難訓練をするにあたり、非常に有効な手段で

ある。見たい方向の映像を見ることができ、火災現場を体験することで、今までの体験者

からは、「火の立ち上がりや煙の動きのスピードの速さに驚いた。」や「実際にそこにい

るかのような体験ができた。」という感想がある。 

３つ目は、検討会で作成された、避難カードゲームの活用についてである。今後、岡山

市消防局から貸し出しも行う。このカードゲームを家庭や町内会での避難訓練などで使用

することにより、様々な場面でツールとして活用できる。令和２年度から岡山市消防局で

展開している防火のカードゲームと併せることで相乗効果を生み、火災予防と避難を同時

に学べるツールとなる。 
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§９－２ 活用例 

 ３つの補完ツールと報告書の各章の内容を合わせることでそれぞれにあった避難訓練を

実現する。§８ー１の火災から命を守る４タイプ診断テストの結果を基に、どのツールを使

っていくかを判断できるように下記表を用意した。 

 

 

§９－３ 伝え方 

今後ガイドラインを展開する方法として、作って終わりではなく、使われるものにしなく

てはならない。そのため、報告書の§３から「つぶやき」ということで、どのように話をす

れば伝わるかといった部分をちりばめている。この「つぶやき」をガイドライン作成時にお

いても活用し、展開していく。 

検討会の課題でもあったとおり、消防職員は、防災や予防救急など様々な広報を行ってお

り、火災予防や避難に関する広報を広めるにはマンパワーが不足している。そのため、ツー

ルを多数用意しているが、実際には、一方向の広報ではなく、各家庭から広まっていく２方

向での広報が必要であると考える。例えば、家庭において、「夜中の２時に火災で亡くなる

人が多いんだって。事例としては、ストーブをつけたまま寝てしまって、ふとんに火がつく

ことがあるんだって。気をつけよう。」という話が家族内や近所で出れば、「自分事」として

話を聞くことができるため、効果が見込める。 
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§１０ 最後に 

この報告書は、「過去から学ぶ」という部分では火災の統計や事例を紹介し、「現在での検

証」という部分ではＶＲやアンケートによる避難時の行動や心理のエビデンスを示した。そ

して、「未来へ紡ぐ」という部分では３つの自分事として、火災が発生した時にどのように

行動するかを具体的に考えるきっかけを示している。 

今回作成した報告書を基に、今後ガイドラインを作成し、展開することで、最終的には、

各家庭でマイタイムライン作りや訓練につながり、その家庭の避難計画が完成し、それを繰

り返すことで最適な形となるとする。そのためには、火災を自分事にする必要があり、その

仕組みにあっても、今後検討を重ねる必要がある。 

過去の火災の歴史から学び、現在で検証し、未来に紡いていくことができるように、今後

この報告書を基に、市民に伝わりやすいガイドラインを作成し展開していきたい。 

 

【参照文献一覧】 

・火災便覧 日本火災学会 

・火災から命を守る避難の指針 京都市消防局 

・消防白書 総務省消防庁 

 

 


